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今 月 の ピ ッ ク ア ッ プ

小千谷の「良いモノ」、いかがでしょうか

新潟伊勢丹「小千谷・長岡良いモノがたり」出店（P2）

▪「小規模事業者持続化補助金」が拡充（P4）
▪インボイス制度の新たな負担軽減措置（P5）
▪「小規模事業者持続化補助金」が拡充（P4）
▪インボイス制度の新たな負担軽減措置（P5）

12023.2  No.554



小千谷税務署
確定申告会場のお知らせ
確定申告書の提出はお早めに！

［会　　場］

［開 設 日］

［受付時間］

［お問合せ］

小千谷税務署 確定申告会場

2月1日(水)～3月15日(水)

午前8時30分～午後4時

小千谷税務署　個人課税部門
TEL0258－83－2090

小千谷市東栄1丁目5－24

※土日祝を除く

※相談開始時刻は午前9時より
※申告書類の提出は午後5時まで

スマホとマイナンバーカードでe-Tax!
　スマホとマイナンバーカードがあればいつでもどこでも
e-Taxによる申告ができます。
　パソコンで申告書を作成される方も、スマホのアプリ（マ
イナポータルアプリ）でパソコン上に表示されたQRコード
を読み取れば、e-Taxによる申告ができます。
　詳しくは、下記URLまたはQRコードより
ご覧ください。
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/
shinkoku/tokushu/smartphone-etax.htm

　１月16日(月)に小千谷商工会議所女性会（髙野千
佳子会長）が、(有)割烹　竹屋において新年講話会
ならびに新年会を開催し、23名が参加しました。講
話会では宮崎悦男市長より、令和４年の「錦鯉サ
ミット」開催を始めとした錦鯉文化の世界発信や、
小千谷での雇用拡大、地域産業の発展のための活動
など、非常に興味深い内容をユーモアも交えながら
和やかにお話しいただき、最後に「幾つになっても
挑戦していくことを応援できるようなまちを目指し
たい」と会員へ語りかけました。
　終了後は新年会を開催し、万全な感染症対策のも
と、会員同士の交流を楽しみました。

新年講話会・新年会開催女 性 会

※写真撮影時のみマスクを外しています

　去る１月19日(木)、小千谷商工会議所主催による
「うまし逸品個別商談会」を開催し、飲食関連バイ
ヤー７社と会員企業４社が参加しました。商談は全
て各事業所でのオンライン形式で合計21件の商談を
実施しました。
　参加者は当日の商談会に向けて、商談会対策セミ
ナーの受講や専門家との個別相談を通じてバイヤー
とのオンラインでの効果的な商談方法や新商品の
PR方法について準備を重ねてきました。
　商談結果は各事業者に送られ、中には「すぐにで
も採用したい」との評価をいただいた商品もあり、
今後の販路開拓に期待が持てる事業者もありました。
　参加者からは「オンラインで首都圏のバイヤーと
商談する機会が出来たことがありがたい」「商談成
立には至らなくても、バイヤーより商品評価をいた
だく事でこれからの商品開発や販路開拓のヒントに
なった」などの声をいただきました。

｢うまし逸品個別商談会in小千谷｣を開催
令和4年度伴走型小規模事業者支援推進事業

～オンライン商談にて4社21件の商談を実施～ 　１月25日(水)～２月７日(火)の間、新潟三越伊勢
丹１階「NIIGATA越品」コーナーにおいて、「小千
谷・長岡良いモノがたり」が開催されました。
　この販売会は、長岡商工会議所との合同事業とし
て実施し、両会議所会員企業24社からエントリーが
あり、セミナーやNIIGATA越品担当バイヤーとの
商談を経て選ばれた13社（長岡６社、小千谷７社）
が出店しました。
　「NIIGATA越品」は、原材料や作り手が本県に
由来し、独自性や希少性がある商品を販売しており、
今回の販売会での話題性や売れ行きによっては
「NIIGATA越品」コーナーでの常設販売も検討さ
れるとのことです。商品の常設となれば、他の伊勢
丹や百貨店などへの販売の可能性もあります。
　出店した企業からは、「百貨店への販路開拓を検
討している中で、商工会議所がNIIGATA越品の販
売会を計画してくれたのはありがたかった。」「初日
から大雪で来店者が少なく不安だったが、その後の
売れ行きは好調だった。」「ありがたいことに当初
予定していた以上の売れ行きとなり、生産が追い付
かなかった商品もあった。」「販売員としてお客様
と話が出来ることで、新たなニーズなどを聞く場と
なり商品のブラッシュアップにもなった。」などの
声をいただきました。

えっ ぴ ん

えっぴん

長岡商工会議所との合同事業

１月25日(水)～２月７日(火)の間 新潟三越伊勢

｢小千谷・長岡良いモノがたり｣を開催
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会員事業所訪問
vol. 23

REAL

リアル サイドSIDE
小千谷の産業をデジタルで支える、コンピューター
システムの開発会社へお伺いしました。

　近年はデジタル活用による生産性の向上やＤＸ推進※が強く呼びかけられている。今
回は、小千谷市の産業をコンピューターやシステムで支える㈱オーシーエスの代表取締
役社長の林義弘さんと、執行役員の星野雅樹さんにお話を伺った。

　オーシーエスの始まりは34年前、ＩＴ専門学校の「信濃川テクノ・アカデミー」の卒
業生の受け入れ先として小千谷市や市内企業を株主とした「小千谷コンピューターサー
ビス」が設立、後に社名が略され「オーシーエス（OCS）」となった。専門学校は平成
19年に閉校して現在は楽集館となったが、オーシーエスには今も従業員として勤める卒
業生がいる。自社アプリやシステムの受託開発、企業のIT関連支援の他、市内小中学
校の端末導入に携わるなど、コンピューターなどに関する様々な事業を行っている。
　「『ＤＸ化を進めていくにはどうしたらいいんだろう？どのＩＴツールを導入すればい
いのかな？』という企業様があれば、ぜひお気軽にご相談ください！」と林さんは語った。

　オーシーエスでは、様々な業界の業態や課題にぴったりと沿い、効率的に動かすための仕組みを作っている。
その一つ、温泉や健康ランドなどの温浴施設専用システム「湯

ゆ

～なびげーしょん」は、利用者が入館時にバーコ
ード入りのリストバンドを受け取り、売店や自販機の会計はバンドをかざすだけ。帰りに利用した金額の合計を
まとめて精算できる。バンド１つで財布を持ち歩くことなく身軽に入浴を楽しめるこのシステムは県内温浴施設
でも多く導入され、実際に利用したことのある人も多いだろう。

　また、小千谷市の誇る錦鯉にもオーシーエスが大きく関わっている。錦鯉産業の
デジタル導入に積極的に取組み、現在日本各地で開催される錦鯉品評会を支援する
システムも実は全てオーシーエスが作成した。
　育成の記録や生産証明の発行、品評会への出品、品評会での評価の集計や結果発
表などが、スマホやタブレットからリアルタイムに更新される。錦鯉関係者、愛好
家へ情報共有の効率化にもつながった。
　「オーシーエスはこれからも『錦鯉の聖地おぢや』の誇りを持って世界で評価さ
れる『錦鯉』ブランドをより強固に守り、築き、デジタル技術で支えていきます」

　「ネットにアプリにコンピューター…、ハイテクすぎて自分には関係ないな」と
思う人もいるかもしれないが、「そういえば昔より便利になったな」と思うものの
多くはデジタル技術が関わり、支えている場合も多い。デジタルを「より良く」を
達成するために使える新しい手段として始めるのはいかがだろうか。
　林さんは「ＤＸ化をしなくては！と思っても、じゃあ何をするか悩んでしまうか
と思います。それより『この作業の苦労を解決するのにデジタルが利用できないか
な？』と考え試してみてはいかがでしょうか。手書きだった伝票を、会社にあるパ
ソコンで作ってみるのもＤＸの第一歩ですよ」と語った。
　労働力不足や業務効率化、生産性向上などの課題に加え、長引くコロナ禍や今年10月から始まるインボイス制
度対策など、会社の悩みの種はなかなか尽きない。そういった悩みが解決できるかもしれない便利な手段が「デ
ジタル」で、会社のあり方を変革（「トランスフォーメーション」）させることで、頭を悩ます問題を解消できる
かもしれない。この「便利な手段」で現状をいかに「より良く」できるか、考えてみてはいかがだろうか。

始まりから現在も、小千谷のデジタルを支えて

実はあなたのそばにも

まず手の届く範囲から。上手い付き合いで強い味方に

㈱オーシーエス

▲錦鯉の品評会賞入力システム。評価•
　集計の事務負担が大きく軽減した。

▲「できそうなところから」で
いいんです。

◦住所：小千谷市城内1-9-1
◦電話番号：82-1125
� 会社HP

▲

※ 用 語 説 明 ※
DX（デジタル・トランス
　　　　フォーメーション）
直訳すると『デジタル変革』。
企業がデジタルデータや技術
を活用して、ビジネス環境の
変化に対応するために「企業
のあり方」を変革していく。

○デジタル化と何が違うの？
デジタル化は、紙で扱ってい
た書類や伝票などの情報をデ
ジタルに置き換え、「作業のや
り方」を変えていく。
デジタル化
はＤＸ化の
第一歩とも
言える。

？
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令和4年12月時点

令和4年度第2次補正予算で中小機構に措置

地域を支える小規模事業者の皆様へ

「小規模事業者持続化補助金」が拡充されます

【事業目的】 
小規模事業者※等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の
支援を受けながら取り組む販路開拓を支援
※常時使用する従業員数が「商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）」の場合5人
以下、それ以外の業種の場合20人以下である事業者

【補助上額】50～200万円 
⇒令和４年度第２次補正予算より、免税事業者からインボイス発行事業者

に転換する場合、一律に50万円の補助上限上乗せを行います。
　（最大250万円） 

【補助率】 2／3（賃金引上げに取り組む事業者のうち、赤字事業者は3／4）

【補助対象】 店舗改装、広告掲載、展示会出展費用など

令和4年度第2次補正予算において、「一律に50万円の補助上限上乗せ」 
をします（最大250万円）。
免税事業者からインボイス発行事業に転換する事業者（インボイス転換事業者）を対
象に、全ての枠で一律に50万円の補助上限を上乗せし、販路開拓（税理士への相談費
用を含む）を支援します。

措置
内容

通常枠
特　 別　 枠

賃金
引上げ枠 卒業枠 後継者

支援枠 創業枠 インボイス枠

インボイス
転換事業者 100万円 250万円 100万円

上記以外の
事業者 50万円 200万円 ―

補　助　率 ２／３ ２／３
（賃金引上げ枠のうち赤字事業者の場合3／4）

＜今後のスケジュール＞
　○令和元年度・令和3年度補正予算
　　2023年2月20日(月) 第11回公募締切　
　　※商工会議所での事業支援計画書の交付受付は2月13日に終了しました。
　○令和4年度第2次補正予算
　　準備が整い次第、公募を開始。（詳細は、順次公表いたしますので、下記HPにてご確認ください）

　小規模事業者持続化補助金　事務局
　　商工会議所地区：https://r3.jizokukahojokin.info/
　　電話　03－6632－1502

インボイス特例
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令和５年度税制改正大綱における

インボイス制度の新たな負担軽減措置
政府は昨年12月23日、「令和5年度税制改正の大綱」を閣議決定しました。
インボイス制度導入に係る税負担と事務負担を軽減するための新たな措置が講じられます。

通常

軽減措置

売上800万円(税抜)
のイラスト制作
事業者の場合

納税額：40万円
※簡易課税（みなし仕入率
　50％）を適用

納税額：16万円
※売上税額
　80万円×２割

負担
軽減

インボイス要件の
確認不要！

インボイス

インボイス
以外の書類

①税負担の軽減
免税事業者がインボイス発行事
業者となった場合、納税額を売
上税額の２割に軽減（３年間）

②事務負担の軽減
前々年の売上高が１億円以下または
前年の上半期の売上高が５千万円以
下の事業者における１万円未満の仕
入については、インボイスの保存を
不要とし、帳簿の保存のみで仕入税
額控除を可能に（６年間）

③登録申請期限の延長
2023年10月の制度開始時にインボイス発行事業者となるには、原則2023年
３月末までの登録申請が必要であったが、2023年４月以降でも可能に
2023年10月以降に登録申請をする場合、
提出期限は登録希望日の15日前までに緩和（現行は１カ月前まで）

インボイス制度についての一般的なご相談は
「インボイス制度電話相談センター（インボイスセンター）」へ
0120－205－553（無料） 　9：00－17：00（土日祝除く）

インボイス制度の概要は国税庁の特設サイトをご確認ください。
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm

インボイス制度開始
2023.10.1

課税期間の初日
2024.4.12024.2.28 2024.3.17

申請書提出 申請書提出

登録現行の提出期限
（１カ月前）

見直し後の提出期限
（15日前）
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新潟県の最低賃金が
改正されました!!

パートも!学生アルバイトも!

３月の常議委員会・
臨時議員総会開催のご案内
常 議 員 会 ３月14日(火)　正午より

会場：商工会議所　3Fホール

臨時議員総会 ３月24日(金)　午後4時より
会場：サンプラザ　3Ｆ大ホール
総会終了後、議員懇談会を
　　午後5時30分より行います。
(会場：ホテルプラザ片山 4Fホール）

第４７回おぢや風船一揆開催のお知らせ
2月25日（土）、2月26日（日）
各種イベント：平沢会場（小千谷総合病院前）
グローバルーンフェスティバル、うまいもの広場、
熱気球試乗体験(抽選受付終了)、スノートレインなど

●おぢや雪像コンテスト 開催期間：2月18日(土)～2月26日(日)
　入賞者には賞金が出ます！参加方法など詳細につきましては、小千谷市
ホームページ（https://www.city.ojiya.niigata.jp）をご覧ください。

●行事全体プログラムの詳細につきましては、小千谷観光協会ホームページ
  （http://www.ojiyakanko.com）をご覧ください。

日程

会場

行事内容

　ＩＴ活用がうまくいかない、効果が出ないと悩む企業に
は、「会社をどうしていきたいか。そのためにＩＴで何を
実現したいか」という導入目的があいまいになっているこ
とがよくあります。会社のあるべき姿を描き、必要なＩＴ
を取捨選択していきたいものです。
　「石垣ブルー」の美しい色合いの陶器を製造販売してい
る沖縄県の合同会社石垣焼窯元は、現在のスタッフだけで
積極的に海外発信を行うにはＩＴ化が必須であると考えま
した。
　沖縄県石垣島、ブルーとエメラルドグリーンが美しい海
岸近くに建つのが石垣焼窯元である。人気が高い陶芸体験
の教室の奥では、琉球の海を彷彿（ほうふつ）させるブル
ーが際立つ石垣焼の品々が販売されている。
　石垣焼は、現代表・金子晴彦氏の父が生み出した「よろ
ん焼」をルーツとし、粉末にした鉱石と透明のガラスを使
用した焼き物である。油滴天目茶碗を代表に、日常使いの
食器、アクセサリーなど種類も豊富だ。
　海外からも注目され、英国の大英博物館に常設展示され
ている。店舗には、近隣の香港・台湾からの来客も多いと
いう。Webサイトは英語、フランス語に対応しているが、
アート分野に焦点を当てたWebサイトを立ち上げ、海外
への積極的な発信を行う計画を立てた。
　「海外展開を現在のスタッフで実現するため、機械に任

ＩＴ経営マガジン
｢COMPASS」編集長 石原　由美子

せられるところは任せたい。販売管理や在庫管理をすっき
りしたいと考えました」。業務管理を担当する工藤晴美氏
は状況をこのように説明する。
　店内は観光バスが到着すると一気に来客数が増える。こ
の時にも販売をスムーズに進めたい。また、自社店舗のほ
かにホテルなどへの卸販売があり、販売・在庫管理が複雑
だった。表計算ソフトExcelでマクロを組むなど工夫をし
ていたものの、慣れないスタッフのうっかりミスでマクロ
が崩れてしまうなど、悩みがあった。
　そこで、地元ＩＴ企業K.J.S社の「結シリーズ」を活用
した。ツアー客のクーポン対応などが必要なため、カスタ
マイズしたPOSレジと、在庫管理、会計のシステムを導入。
三つのデータを連携できる仕組みとした。
　商品が焼き上がると在庫データを登録し、バーコードつ
きの値札シールを出力して商品に貼り付ける。レジの際に
バーコードを読み取ると、同時に在庫が引き落とされる。
売上データは会計にも自動連携するので、データを移す作
業がなくなり、かつ正確さが保たれるようになった。さら
に、クレジットカード決済や自動釣り銭機も導入した。金
額決定後、現金を投入するとおつりが自動的に出てくるの
で、釣り銭の間違いが起きないのだ。
　工藤氏は、「レジ締めが簡単になり、圧倒的に効率が上
がりました。今後は、顧客管理もしっかり行い、リピータ
ーを増やしたい」と意気込みを語った。

現有スタッフで海外展開を実現するために
　　　　　　　　　　　　　必要だったこと

最低賃金 時間額 効力発生日
新潟県最低賃金
(新潟県で働くすべての
労働者に適用されます!)

890円 令和４年10月１日

新潟県電子部品・デバ
イス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械
器具製造業最低賃金

965円 令和４年12月28日

新潟県自動車（新車）、
自動車部分品・附属品
小売業最低賃金

961円 令和４年12月29日

新潟県各種商品小売業
最低賃金

新潟県最低賃金額が各種商
品小売業特定最低賃金額を上
回ったため、令和4年10月1日
から新潟県最低賃金額の
890円が適用されます。

※最低賃金に関するお問い合わせは新潟労働局賃金室
　（☏025－288－3504）又は最寄りの労働基準監督署まで

　【事例からヨミトル】
◦「同じ人数で今までより多くの仕事をこなしたい」と
考えると、ＩＴを活用したい分野が見えてきます。
◦ＰＯＳレジ、在庫管理など、業務システムは分野ごと
に提供されていますが、データを連携させると、さら
に便利に活用することができます。
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1月の全産業DIの推移 全業種 建設 製造 卸売 小売 サービス

全国
１月の業況 (前年同月比) ▲18.4 ▲25.1 ▲16.9 ▲17.3 ▲27.1 ▲8.8

３ヶ月先見通し（1月～3月) ▲19.8 ▲20.7 ▲17.3 ▲15.6 ▲30.9 ▲14.7

北陸
信越

１月の業況 (前年同月比) ▲19.8 ▲33.3 ▲5.0 ▲27.8 ▲35.5 ▲9.3

３ヶ月先見通し（1月～3月) ▲21.0 ▲30.0 ▲15.0 ▲11.1 ▲41.9 ▲9.3

※矢印は12月の業況との比較。（　）は　５未満、　（　　）は　５以上、（　　）は　15以上＋－＋－＋－

全国商工会議所早期景気観測
全産業合計の業況DIは、▲18.4（前月比±0.0ポイント）
　建設業では、民間工事が堅調に推移し、業況が改善。
また小売業では、初売りが好調だった百貨店を中心に
業況が改善。一方、サービス業では、年始の感染拡大
で飲食店が全体を押し下げ、業況が悪化。また製造業
や卸売業では、外需減退により受注数が減少した電子
部品関連を中心に業況が悪化。経済活動が正常化に向
かう一方、原材料・エネルギー価格の高騰、人手不足
に伴う人件費等、負担するコストは増加が続いている。
価格転嫁も十分に行えておらず、中小企業の業況は横
ばいに留まった。

先行き見通しDIは、▲19.8（今月比▲1.4ポイント）。
　経済活動の回復により設備投資等の受注増への期待

感が建設業や卸売業でうかがえる。一方、業種を問わ
ず、人手不足による受注機会の損失や、高騰が続く電
気代等によるコスト負担増を危惧する声が聞かれた。
不安定な為替動向等で企業経営が安定しない中、消費
マインドの低下や、外需のさらなる減退も懸念され、
中小企業の先行きは厳しい見方が続く。

北陸信越の全産業の業況DIは、悪化。
　製造業では、電子デバイスの需要後退やエネルギー
価格の高騰によるコスト負担増加の影響を受け、売
上・採算が悪化。また企業の設備投資需要は一服感が
あり、先行きの業況改善は難しいという声が聞かれた。
卸売業では製造業の業況悪化の影響を受け、機械器具
関連や、金属製品関連を中心に売上・採算が悪化。

2023年1月期

2 月

※下記予定は変更となる場合が
　ございます｡会 議・行 事 の 予定会 議・行 事 の 予定

７日㈫ 正副会頭会議

12日㈰ 珠算検定

15日㈬

～

16日㈭
日商委員会

22日㈬ 県連第4回運営委員会

26日㈰ 簿記検定

３日㈮ 派遣税理士

７日㈫ 正副会頭会議

10日㈮ 派遣税理士

14日㈫ 常議員会

15日㈬ 日商委員会

16日㈭ 日商議員総会・通常会員総会

17日㈮ 県連総会・会頭会議、
経営相談会

24日㈮ 臨時議員総会

3 月

■新規会員
　キャリア形成サポートセンター新潟
　三原　　啓　　新潟市　　サービス業
　(株)あわえ
　谷口　　諒　　本町　　　コンサルティング
　須田行政書士事務所
　須田　義優　　小粟田　　士業
■代表者変更
　(株)日設工業（1月16日付）
　(新)小野塚　徹　　(旧)藤塚　光春

1月末会員数 963会 員 情 報会 員 情 報会 員 情 報

　１月４日より再販売を実施している「第２弾お
ぢや食べ得チケット」は、２月19日(日)で販売
終了となり、使用期限は２月28日(火)です。
　再販売からは、市外在住者も購入可能で、購入
数の制限はありません。本券に登録している飲食
店での店内飲食だけでなく、タクシー、運転代行
でご利用いただけます。　　　
　これから購入・利用をご予定の方はぜひお早め
にお願いいたします。
※購入に必要な「購入申込書」は、各販売所また
は小千谷商工会議所・小千谷市ホームページか
らダウンロードできます。

食べ得チケットお ぢ や第2弾

再販売・使用期限迫る!!

小千谷商工会議所
『おぢや食べ得チケット』
　　　　　　　 事務局

0258－81－1300↑最新の取扱店舗
　一覧はコチラ！

会報本誌に掲載

72023.2  No.554



※詳細はお問合せ先にお電話していただくか、該当するホームページ等でご確認ください。

インフォメーション ～お役立ち情報～

発信者・件名 主な内容 お問合せ先

【経済産業省】
 2022年度

「 I T 導入補助金」の
活用について

～ハードウェア購入も
対象となる「デジタル化
基盤導入枠」における
補助下限額が撤廃～

中小企業・小規模事業者がＩＴツール導入に活用可能な
補助金である「ＩＴ導入補助金」（通常枠・デジタル化
基盤導入枠）につきまして、本年度は従来の「通常枠」
に加え、「デジタル化基盤導入枠」が新設され、2023
年10月に導入されるインボイス制度への対応を見据え、
ハードウェアの購入も補助対象となっております。
その「デジタル化基盤導入枠」におきまして、インボイ
ス対応用の安価なＩＴツールも補助対象とするため、補
助下限額（従来は５万円）が撤廃されました。
また、中小企業等のインボイス対応の為のITツールを大
企業が提供する場合も補助対象となることとなりました。
○デジタル化基盤導入類型
【対象経費】
ソフトウェア購入費、クラウド利用費、ハードウェア
（PC、レジ等）購入費等
【補助率】
１／２～３／４以内

【経済産業省】
IT 導入補助金 2022
（ホームぺージ）
https://www.it-hojo.jp/

【厚生労働省】
｢賃金引き上げ特設ページ｣

の設置について

この度、厚生労働省の「最低賃金特設サイト」内に賃金
引き上げのための各種支援策や企業の取組事例に関する
情報を掲載するほか、業種や地域ごとの平均的な賃金額
の検索ができる「賃金引き上げ特設ページ」が設置され
ました。
賃金引き上げに取り組む企業への支援策について、経営
力向上計画、小規模事業者持続化補助金、事業承継補助
金などの生産性向上に関する補助金申請についてのご相
談があれば、いつでも商工会議所までお問い合わせくだ
さい。

【厚生労働省】
「最低賃金特設サイト」
https://pc.saiteichingin.info/

「賃金引き上げ特設ページ」
https://pc.saiteichingin.info/
chingin/

【経済産業省】
「新規輸出１万者支援

プログラム
～はじめて輸出を■■
　　応援します～」

の開始について

現在の円安は輸出を新たに始める観点からは好機であり、
これまで輸出をしたことのない中小企業でも、その準備
や具体的な商談・輸出を速やかに進められるよう、「新
規輸出１万者支援プログラム」が開始されました。
経産省、中小企業庁、JETRO等が一体となって全国の
商工会議所等の地域の支援機関とも協力しながら、ワン
ストップで下記の支援を行います。
①新たに輸出に挑戦する事業者の掘り起こし
②専門家による事前の輸出相談
③輸出用の商品開発や売込みにかかる費用への補助
④輸出商社とのマッチングやECサイト出展
ご興味のある方はJETROの専用ポータルサイトにまず
はご登録ください。ジェトロの専門家が個別にヒアリン
グをさせていただいた後、ご相談者に合った支援策を提
案させていただきます。

【経済産業省】
｢新規輸出１万者支援プログラム｣
を開始します
経済産業省ホームページ
https://www.meti.go.jp/pre
ss/2022/12/20221216001/
20221216001.html

「新規輸出１万者支援プログラム｣
ポータルサイト
JETRO ホームページ
https://www.jetro.go.jp/ich
iman-export/
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